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森田 博                
５年「魚のたんじょう」 

ペーパークラフト 

     6 年「生き物のくらしと環境」 

アメリカザリガニは特定外来生物に指定！？ 

 

 

 ５年生の１学期の単元学習は、メダカの卵から孵化、そして稚魚を成魚まで育てな

がら観察して終了です。今も、毎朝、理科室のカギを取りに来ては、エサやりを続け

る５年生の児童。ペットボトル水槽を眺めながら、メダカと対話している様子が分か

ります。一日のスタートを理科室のメダカと共に。すくすく育つ稚魚の体の大きさの

変化に気づく 5 年生。南郷里小学校に常時メダカのビオトープにたくさんのメダカ

が泳ぐ日を夢見て、数年かけてメダカの飼育を続けていきたいと思います。１年は組

の奥の扉の向こうにある旧ウサギ小屋には、昨年たくさんの卵を産んだ親メダカが

寒い冬を越し、今も元気よく泳いでいます。                                     メダカのエサやりの風景 

 授業では、ペーパークラフトに取り組んでいます。オスメスの違いを振り返りながら、ヒレ

の長さ形を自由に変え、体の着色も自分思いの色に。昨年は、全て段ボールで作った水

槽の枠を、今年は、割り箸やストローで上部に、そしてレトロに仕上げました。 

 

 

 

 

 

６年生「生き物のくらしと環境」の学習 

では、毎年の時事ニュースから導入に 

入っています。今年は、こんなニュース 

がありました。７月２日(日)神戸新聞の 

記事です。子どもたちの人気者アメリカ 

ザリガニが「条件付特定外来生物」とし

て、過去に例のない飼育可能のままの指定となりました。しかし、放流、販売、購入は罰則。一度飼えば自然に戻すこ

とはできません。２年生の生活科の授業も十分に注意が必要です。 

結論は、アメリカザリガニが増えたことが、池の沼地化を引き起こしました。児童か

らは、大雨、土砂の流入、ゴミ問題、洗剤の流入、外来魚（ブラックバス・ブルーギル）

等の予想が出ました。水草の消失に気づき、生き物が減ったのではなく、逆に水草を

食べてしまう生き物が増えたことが原因だと知って、ほとんどの児童が納得したと思

います。生態系が壊れる原因を、写真やニュース記事から対話的に読み解いていき

ました。 

理科専科通信 

環境省 HP自然環境・生物多様性 https://www.env.go.jp/nature/amezari_mondai.html 

神戸新聞 NEXT https://www.kobe-np.co.jp/news/ 

society/202307/0016540954.shtml 


